
 

平成２５年度実施 行政提案型協働事業 新規提案一覧 

 

 

 事業名 提案課名 事業の目的・概要 

１ 

協働による地域づくり事業 

～地域の課題解決に向けた市

民活動団体との連携～ 

社会教育課 
（中央公民館） 
協働推進課 

概ね小学校区を想定とした地域（公民館区）で、地域が抱える課題に対し、公民館を拠点に、

自治会等を中心とした地域の各種団体が、連携して課題解決策の協議や実践活動に円滑につな

げていけるよう、市民活動団体のノウハウを活用し、公民館・行政との協働で展開していく。 

また、地域の各種団体で組織された事務局の運営をサポートするとともに、地域と公民館・

行政とをつなぐ地元コーディネーターとしての役割を担うとともに、その育成にも努めてい

く。 

２ 外国籍市民支援放送拡充事業 文化・交流課 

本市では、外国籍市民支援事業として市民相談窓口への通訳者派遣やガイドブックを配布してい

ます。また、音声による唯一の発信ツールであるＦＭ放送を通しての生活情報発信など市内在住・

在勤の外国籍市民が暮らしやすい環境の整備を進めています。 
昨年３・１１震災以降４月末まで、ＦＭ放送を活用して計画停電や公共機関等の業務などの情報

を７言語で１日数回放送しましたが、これはＩＴ情報や口コミによる不安定な情報よりも平塚市に

特化したきめ細かく正確で最新の情報で何よりも信頼できると評価されました。 
今後は、緊急災害時等に、外国籍市民に対し的確な情報発信が出来るようにするため、バリエー

ションを持たせた多言語による緊急時対応録音放送を用意するとともに、現在のように個人に放送

をお願いしていると、緊急時に放送出来ない可能性がでてくるため、市民活動団体との協働関係に

変更することにより、複数の情報発信コーディネーターを用意し、緊急災害時等にも滞りのない情

報提供ができる体制に拡充するものです。 

３ 食品の放射性物質簡易検査 市民情報・相談課 
消費者である市民の食に対する不安を解消するため、消費者庁及び独立行政法人国民生活セン

ターから放射性物質検査機器 1台の貸与を受け、市民が持ち込んだ市民が消費する食品（お米、

野菜等）の放射性物質簡易検査を実施する。 

 
 
 
 
 
 


